
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯内視鏡の操作部に配置された照明用ライトガイドの入射端部に照明光を供給するよう
に上記操作部に対して着脱自在に取り付けられる携帯内視鏡の光源装置であって、発光源
である光源ランプに電力を供給するための電池を収容する電池室ユニットが、上記光源ラ
ンプが配置されたランプ室ユニットから分離自在に構成されたものにおいて、
　回転操作することにより上記ランプ室ユニットに対して係脱させることができる手動回
転リング 上記電池室ユニット 側に回転自在に配置 て、上記手動回転リングを
上記ランプ室ユニットに係止させることにより上記電池室ユニットが上記ランプ室ユニッ
トに固定された状態になるように
　

ことを特徴とする携帯内視鏡の光源装置。
【請求項２】
上記電池室ユニット

ている請求項１記
載の携帯内視鏡の光源装置。
【発明の詳細な説明】
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が の一端 され

すると共に、
上記電池室ユニットと上記ランプ室ユニットとを電気的に接続するための接点部材の正

極と負極の少なくとも一方が上記電池室ユニットの軸線から外れた位置において上記電池
室ユニットに穿設された孔内に潜った状態に配置されていて、その接点部材に対して電気
的に接続される接点ピンが、上記孔に嵌合するように上記ランプ室ユニット側から突設さ
れている

の他端側には、上記電池を上記電池室ユニット内に出し入れするため
のキャップが、上記手動回転リングと同じ軸線周りに回転自在に螺合し



【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、操作部に対して着脱自在に設けられた携帯内視鏡の光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯内視鏡の光源装置は一般に、操作部に配置された照明用ライトガイドの入射端部に照
明光を供給するように操作部に対して着脱自在に取り付けられている。
【０００３】
そして、発光源である光源ランプに電力を供給するための電源として例えば電池とＡＣア
ダプタのように複数種類の電源を使用できるようにしたものでは、電池が収容された電池
室ユニットがランプ室ユニットに対して分離自在にねじ込み等によって連結されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、電池室ユニットがランプ室ユニットに対してねじ込みによって連結されていると
、例えば使用中に（したがって、ランプ室ユニットに対して電池室ユニットが連結された
状態で）、電池交換等のために電池室ユニットのキャップを回転させると、ランプ室ユニ
ットに対する電池室ユニットの取り付けが一緒に緩んでしまう場合がある。
【０００５】
また、使用前や使用後にランプ室ユニットから取り外された状態の電池室ユニットを金属
面の上等に置いた場合に、電源の正極と負極をショートさせてしまう恐れがある。
【０００６】
そこで本発明は、使用中における電池交換の際等にランプ室ユニットに対する電池室ユニ
ットの取り付けが緩まず、また、取り外された状態の電池室ユニットにおいて両極間のシ
ョートが発生しない携帯内視鏡の光源装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の携帯内視鏡の光源装置は、携帯内視鏡の操作部に配
置された照明用ライトガイドの入射端部に照明光を供給するように操作部に対して着脱自
在に取り付けられる携帯内視鏡の光源装置であって、発光源である光源ランプに電力を供
給するための電池を収容する電池室ユニットが、光源ランプが配置されたランプ室ユニッ
トから分離自在に構成されたものにおいて、回転操作することによりランプ室ユニットに
対して係脱させることができる手動回転リングを電池室ユニット側に回転自在に配置して
、手動回転リングをランプ室ユニットに係止させることにより電池室ユニットがランプ室
ユニットに固定された状態になるようにしたものである。
【０００８】
なお、電池室ユニットとランプ室ユニットとを電気的に接続するための接点部材の正極と
負極の少なくとも一方が電池室ユニットに穿設された孔内に潜った状態に配置されていて
、その接点部材に対して電気的に接続される接点ピンが、孔に嵌合するようにランプ室ユ
ニット側から突設されていると、取り外された状態の電池室ユニットにおいて両電極間の
ショートが発生しない。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図３において、携帯内視鏡の挿入部２の基端に連結された操作部１の上部側面には、光源
装置１０が着脱自在に接続される光源装置受け筒４が突設されており、その底面中央位置
に照明用ライトガイド３の入射端部３ａが配置されている。
【００１０】
光源装置１０のランプ室ユニット１０Ａには、光源装置受け筒４に螺合する締め環１１が
軸線周りに回転自在に配置されている。１２は、発光源である例えば豆電球等からなる光
源ランプ、１３は集光レンズ、１０Ｓは手動スイッチである。
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【００１１】
そのような光源ランプ１２に発光電力を供給するための電源として、電池１４を内蔵する
電池室ユニット１０Ｂと、交流商用電源に差し込まれるＡＣアダプタ１０Ｃ等のように複
数種類の電源を使用することができる。
【００１２】
電池室ユニット１０Ｂの一端側には、ランプ室ユニット１０Ａに設けられた受けネジ（雄
ネジ）１６に対して螺脱自在な雌ネジが形成された手動回転リング１７が回転自在に配置
され、他端側には、内蔵する電池１４を出し入れするためのキャップ１５が、手動回転リ
ング１７と同じ軸線周りに回転自在に螺合している。
【００１３】
ＡＣアダプタ１０Ｃは、ランプ室ユニット１０Ａの受けネジ１６に対して螺脱自在な手動
回転リング１７との間が接続ケーブル１８によって接続された構成になっている。
【００１４】
図１と図２は、ランプ室ユニット１０Ａに対して電池室ユニット１０Ｂが連結された状態
と分離された状態とを示しており、さらに図１には、ランプ室ユニット１０Ａの締め環１
１と操作部１の光源装置受け筒４との螺合連結部も図示されている。
【００１５】
受けネジ１６は、ランプ室ユニット１０Ａの側面から側方に突出形成された円筒状部の外
周面に形成されており、その内側位置に、正負両極の接点ピン２２ａ，２２ｂが配置され
ている。
【００１６】
電池室ユニット１０Ｂは、電池１４を収容する導電性金属製の内筒１９ａ，１９ｂの外面
に電気絶縁性の外筒１９ｃを被覆して外装されており、内筒１９ｂに対して螺脱自在なキ
ャップ１５も、導電性金属製の内キャップ１５ａの外面に電気絶縁性の外キャップ１５ｂ
を被覆した構成になっている。
【００１７】
手動回転リング１７は、受けネジ１６に対して螺脱自在な金属製の雌ネジ環１７ａをプラ
スチック製の操作環１７ｂの内側に一体にインサート成形して構成されており、軸線周り
に回転自在であるが、外筒１９ｃに対して固定的に形成されている抜け止めストッパ２０
によって軸線方向の移動が規制されて、電池室ユニット１０Ｂから抜け出さないようにな
っている。
【００１８】
電池室ユニット１０Ｂの手動回転リング１７が設けられている側の突端には、正負両極の
接点部材２１ａ，２１ｂが配置されており、図２に示されるように、正極側の接点部材２
１ａは突端面と同面に配置されている。
【００１９】
一方、負極側の接点部材２１ｂは、電池室ユニット１０Ｂの軸線から外れた位置において
軸線と平行方向に穿設された孔の底部に配置されている。したがって、電池室ユニット１
０Ｂをランプ室ユニット１０Ａから分離された状態で金属板上等に置いても、両接点部材
２１ａ，２１ｂがショートする恐れがない。
【００２０】
また、ランプ室ユニット１０Ａ側の正負両極の接点ピン２２ａ，２２ｂのうち負極側の接
点ピン２２ｂは、負極側の接点部材２１ｂが配置されている孔に嵌合するように、受けネ
ジ１６の内側位置の底面から突出して配置されている。
【００２１】
その結果、電池室ユニット１０Ｂに配置されている手動回転リング１７をランプ室ユニッ
ト１０Ａに配置されている受けネジ１６に螺合させて締め付けることにより、電池室ユニ
ット１０Ｂがランプ室ユニット１０Ａに連結固定された状態になり、その螺合を緩めれば
電池室ユニット１０Ｂがランプ室ユニット１０Ａから取り外される。
【００２２】
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そして、そのようなランプ室ユニット１０Ａに対する電池室ユニット１０Ｂの着脱の際に
、接点部材２１ｂが配置されている孔に接点ピン２２ｂが嵌合することにより、電池室ユ
ニット１０Ｂが受けネジ１６に対して回転止めされた状態になるので、電池室ユニット１
０Ｂが手動回転リング１７の回転に伴って回転することはない。
【００２３】
また、図１に示されるようにランプ室ユニット１０Ａに電池室ユニット１０Ｂが連結され
た状態でキャップ１５を軸線周りに回転させても、その回転動作が受けネジ１６に対する
手動回転リング１７の螺合状態に対して何ら影響を及ぼさないので、ランプ室ユニット１
０Ａに対する電池室ユニット１０Ｂの連結状態に緩み等を発生させることなく、携帯内視
鏡の使用中等にキャップ１５を着脱して電池１４を交換することができる。
【００２４】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば接点部材２１ａと接点部材
２１ｂの少なくとも一方が孔内に潜った状態に配置されていればよく、また、手動回転リ
ング１７と受けネジ１６とが螺合するのに代えて、バヨネット係合その他の機械的係脱手
段を利用しても差し支えない。
【００２５】
【発明の効果】
本発明によれば、回転操作することによりランプ室ユニットに対して係脱させることがで
きる手動回転リングを電池室ユニット側に回転自在に配置して、手動回転リングをランプ
室ユニットに係止させることにより電池室ユニットがランプ室ユニットに固定された状態
になるようにしたので、電池交換の際等にランプ室ユニットに対する電池室ユニットの取
り付けが緩む恐れがなく、また、電池室ユニットの接点部材の少なくとも一方を電池室ユ
ニットに穿設された孔内に潜った状態に配置すれば、ランプ室ユニットから取り外された
状態の電池室ユニットを金属板上等に置いても正負両電極間のショートが発生しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の携帯内視鏡の光源装置のランプ室ユニットと電池室ユニットと
が連結された状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の携帯内視鏡の光源装置のランプ室ユニットと電池室ユニットと
が分離された状態の側面断面図である。
【図３】本発明の実施例の携帯内視鏡の全体構成図である。
【符号の説明】
１　操作部
１０　光源装置
１０Ａ　ランプ室ユニット
１０Ｂ　電池室ユニット
１２　光源ランプ
１４　電池
１５　キャップ
１６　受けネジ
１７　手動回転リング
２０　抜け止めストッパ
２１ａ，２１ｂ　接点部材
２２ａ，２２ｂ　接点ピン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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